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橋
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持

経
宿

改
築

の
た

め
行

仙
宿

巡
回

が
滞

っ
て

い
た

折
に

、
上

葛
川

～
笠

捨

山
～

行
仙

宿
間

を
踏

破
さ

れ
た

青
木

氏
か

ら
、

台
風

１
１

号
の

影
響

に
よ

り

笠
捨

山
～

行
仙

宿
間

の
尾

根
に

倒
木

が
か

な
り

あ
り

、
処

理
仕

切
れ

な
か

っ

た
倒

木
も

あ
る

が
歩

行
に

支
障

が
な

い
。

し
か

し
、

行
仙

宿
・

行
者

堂
の

補

給
路

沿
い

の
杉

が
斜

め
に

倒
れ

、
歩

行
に

支
障

す
る

状
態

に
あ

る
と

の
報

告

が
あ

っ
た

。
 

行
者

堂
の

お
盆

前
の

お
供

え
替

え
と

杉
斜

木
の

伐
採

作
業

な
ど

の
巡

回
整

備
を

実
施

し
た

。
 

行
仙

宿
登

山
口

の
林

道
路

面
は

、
増

水
に

よ
り

所
々

溝
状

に
な

り
荒

れ
て

い
て

、
登

山
口

横
・
支

谷
の

橋
上

に
は

、
増

水
で

石
が

乗
り

上
が

っ
て

い
る

。
 

９
時

半
前

に
行

仙
宿

に
着

く
と

、
行

者
堂

側
の

石
垣

に
３

～
４

本
の

杉
が

倒
れ

て
歩

行
し

ず
ら

い
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

 

早
速

、
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
２

台
に

オ
イ

ル
。

燃
料

を
補

給
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

台
風

１
１

号
後

に
よ

る
杉

斜
木

 
 

 
 

 
ロ

ー
プ

で
引

っ
張

り
伐

採
斜

木
 

先
ず

石
垣

に
接

し
て

支
障

の
杉

倒
木

を
川

島
が

伐
採

し
、

橋
本

氏
と

枝
落

し
、

運
搬

を
考

慮
し

約
径

２
０

㎝
以

下
は

３
ｍ

、
径

２
０

㎝
以

上
は

、
２

．

５
ｍ

な
い

し
２

ｍ
長

さ
に

切
る

。
凡

そ
径

３
０

㎝
が

２
本

あ
り

、
内

１
本

は

伐
採

す
る

と
行

者
堂

に
当

た
る

可
能

性
が

あ
り

、
梯

子
で

出
来

る
だ

け
高

い

位
置

に
ロ

ー
プ

を
結

わ
え

て
引

っ
張

り
切

り
倒

す
。

た
っ

ぷ
り

水
分

を
含

み

動
か

し
難

い
の

で
多

く
は

斜
面

に
放

置
す

る
。

 

結
局

、
径

３
０

㎝
；
２

本
、
２

０
～

２
５

㎝
；
３

本
、
２

０
㎝

以
下

５
本
、

計
１

０
本

を
伐

採
し

終
え

１
１

時
半

頃
に

昼
食

。
 

作
業

・
昼

食
中

も
ア

ブ
が

多
く

、
暑

い
が

窓
を

閉
め

て
休

憩
す

る
。

や
は

り
こ

の
時

期
は

網
戸

必
要

性
を

感
じ

た
。

 

こ
の

間
、

畑
林

氏
は

便
槽

汲
み

出
し

掃
除

後
、

石
垣

か
ら

上
の

枝
落

し
し

た
枝

を
西

側
斜

面
に

運
び

集
め

る
。

 

昼
食

後
、

橋
本

・
畑

林
両

氏
は

、
行

者
堂

の
清

掃
と

お
供

え
( 盆

菓
子

) 替

え
と

お
堂

周
辺

の
伐

採
丸

太
を

二
人

で
石

柱
道

標
近

く
に

運
搬

集
積

と
枝

片

付
け

作
業

。
持

て
な

い
丸

太
は

、
ロ

ー
ブ

を
結

わ
え

て
引

き
ず

っ
て

運
ぶ

。
 

川
島

、
カ
ラ
池

近
く

の
倒

木
及

び
オ

オ
ヤ
マ
レ

ン
ゲ
植
樹
・
囲

い
網

に
倒

れ
た
雑

木
を

伐
採

処
理

後
、

林
道

の
状

況
か

ら
豪
雨

だ
っ

た
の

で
水
場
へ

の

落
石

が
懸
念

さ
れ

水
場
点
検
へ

。
水
場

は
損
傷
無

く
水

が
流

れ
て

い
た

。
 

水
場
点
検

を
終

え
戻

る
と

、
石

垣
上

の
お

堂
廻

り
は

、
丸

太
、

枝
が
ほ
ぼ

処
理

さ
れ

て
い

た
。
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伐
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給
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状
況
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行
仙

宿
か

ら
行

仙
岳
へ

の
急

な
奥
駈

道
を
見

上
げ

る
と

、
茶
色

の
枯
葉

の

倒
木

が
見

え
る

。
３

人
で

行
仙
岳
へ

の
奥
駈

道
の
点
検

巡
視

に
行

く
。

 

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

処
理

３
本

と
朽

木
な

ど
を

除
け

な
が

ら
杉
植

林
尾

根
迄
点

検
し

引
返

す
。

 

行
仙

宿
に
戻

り
作

業
後

の
後
始
末

と
伐

採
場

所
を
点
検

す
る

と
、
小
屋

下

よ
り
少

し
離

れ
た

位
置

に
伐

採
中
断

の
杉

が
２

本
あ

り
道

を
塞

い
で

い
て

、

再
度

、
道
具
小
屋

か
ら

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

を
持
ち

出
し

処
理

す
る

。
 

斜
木

１
本

は
、

伐
採

す
る

と
荘

川
桜

・
ケ
ヤ
キ

の
囲

い
を
直
撃

す
る

の
で

伐
採

を
取
止

め
た

。
尚

、
池
郷

林
道

の
歩

行
通

行
不

可
の
案

内
標
識
撤
去

、

志
納
箱

を
開
錠

し
志
納
金

４
万

４
千
円

を
収
納

し
た

。
 

 
 

 

伐
採

中
断

の
処

理
後

状
況

 
 

本
日

の
作

業
者
 

休
憩

後
、

行
仙

宿
１

５
時

に
下

山
。
帰

路
、

下
北

山
村
役
場

に
立
寄

り
、

勝
平
総
務
課

長
兼
地
域
創
生
推
進
室

長
、
和
田
地
域
創
生
推
進
室

長
補
佐

と

面
談

し
、「

持
経

宿
改

築
の
浄
財
・
寄

付
金

の
御
礼
」
封
書
及

び
協
力

お
礼

と

今
後

も
ご

支
援
ご
協
力

を
お
願

い
す

る
と
共

に
、
南

 
正
文
村

長
さ
ん
へ

も

お
礼

状
と
御
礼

を
伝

え
て
頂

く
様

に
託

け
役
場

を
退

所
し

た
。
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動

行
動

行
動

行
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タ
イ
ム

タ
イ
ム
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経
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